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学長あいさつ 
 保護者の皆様におかれましては、お変わりなくご活躍のことと拝察いたします。さて、ここに

平成27年度前期の学業成績と大学ニューズレターMIC通信をお届けします。本資料が

届くころは、学生の皆さんは8月、9月の夏季休暇中です。そこで、時間を有効に使って

日々を過ごしてください。 

 願いは、国際教養学部生においては、1年生は前期の授業で培った英語で考える思考

力が低下しないように精進してください。後期が楽しみになるように。２年生においては海

外研修期間中となりますので、それぞれの研修国・大学へ向けて出国を始めたことでしょ

う。8月以降は、英語を学びながら、異文化体験をし、国際人としての知性・語学力を

養ってください。期待しております。３年生の中で教職を希望している人は、教職学生支

援センターで猛勉強してください。４年生は、すでに一流企業の内定を受けている人もいま

す。8月以降は、就職中盤戦になります。本学で学び得た豊かな教養と英語力に自信を

もって挑戦してください。一方、教育学部生においては、 1年生はスクールトライアル（学

校体験）を通して、多くのことを学んでください。2年生は、教員採用試験合格のための特

別合宿Ａに参加し、自分の課題をぜひ見つけてください。猛暑が続きます。体調には気を

つけてください。 

宮崎県 河野俊嗣知事が本学を訪問！ 
 

 平成27年7月23日（木）、河野俊嗣宮崎県知事が本学を来学されました。本学で

は宮崎県のグローバル化推進にさらに積極的に取り組むため、この度「宮崎国際大学宮

崎グローバル化プロジェクトチーム」（MIC－MGPT）を立ち上げ、県の様々な施策・活

動へ協力していくこととしました。  

 今回の知事の訪問において、そのことを知事に直接お伝えし、県との連携・協力体制構

築の第一歩とした次第です。 この日は授業を見学していただき、学生・教職員との意見

交換を行いました。 
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宮崎市との包括的連携協定締結！  

 宮崎市と学校法人宮崎学園宮崎国際大学は、それぞれの資源や機能などの活用を

図りながら、幅広い分野で相互に協力し、市域の発展に寄与することを目的に、包括

的連携に関する協定を提携しました。 

 主な取り組み内容は、（1）グローバル人材の育成（小中学校における、英語力向

上のための授業サポート、一般市民を対象とした公開講座等）、（2）子育て支援

施策の連携（幼稚園教諭、保育士のスキルアップのための講習会等）です。 

 また、平成27年8月11日（火）には、宮崎大学と連携・協力協定に関する協定書

を締結し、さらに8月20日（木）には宮崎太陽銀行、8月24日（月）には宮崎商

工会議所と協定を締結しました。 

 

国際教養学部2年生が海外研修へ、 

            3年生が交換留学に出発！ 
 今年度学生たちは、英語圏5ヶ国（アメリカ、カナダ、オーストラリア、ニュージーランド、

イギリス）にある12の大学でそれぞれ勉強します。4ヶ月以上に及ぶ研修期間中、英

語の勉強はもちろん、課題のポートフォリオを作成する過程において、各国・地域の文

化、考え方等を学び、考え、グローバルな視野を広げます。また、ホームステイを通し、異

文化コミュニケーション能力を育みます。 

 交換留学生として韓国（スクミュン大学とヨンナム大学）へ派遣する学生は3人。3

年次後期を他国からの留学生とともに過ごし、政治、文化に関わる教科を英語で学び

ます。また、多くの国の学生たちとのネットワークを広げる絶好の機会ともなります。 

 Bon voyage!  

教員採用試験合格のための特別合宿A実施！ 

 学生教職支援センター主催の教員採用試験対策プログラム「特別対策合宿Ａ」を

「宮崎県青島青少年自然の家」において、9月1日（火）～3日（木）に実施しま

す。合宿は、2年生が「２年後の教員採用選考試験に全員が合格するために、現時

点における自分の課題や今後の試験対策について何をすべきかを自覚し、気運を高め

る」ことを目的としています。中身の濃い、充実した2泊3日の合宿を計画しています。主

な研修プログラムは、右記のとおりです。 

地域との交流会開催  

 地域におけるグローバル化推進の

取り組みの一環として、本年度より

地域の方々と本学に勤務する外国

人教員との懇話会を定期的に開催

することとしました。第一回目となる

交流会は平成27年7月20日

（月・祝）に開催しました。本学に

は現在6カ国・地域から多くの外国

人教員が赴任しており、このような

機会を通し、地域に根ざした国際

交流が進むことを念願しております。  

地域との交流会 

宮崎市との包括的連携協定締結式 

各種お知らせ

カナダ ビクトリア大学派遣学生 

今後の予定～海外研修説明会～ 

日程：平成27年10月18日（日） 

対象：国際教養学部1年生・保護者 

担当：国際教育部 

研修プログラム 



 

各種お知らせ 

就職・進学支援課より 
 夏休みに入り、希望者23名のインターンシップ体験が始まりました。3

年生主体ですが、今年も意欲ある1・2年生も参加しました。 

 4年生は、経団連加盟企業の採用選考活動が8月1日から解禁さ

れました。公的機関のハローワークにおいても同日より求人票が閲覧で

きるようになりましたので、積極的に活用することをお薦めします。 

 また、夏休み期間中も進路や就職活動に関する各種相談を受け付

けていますので、希望者はメールもしくは直接、就職・進学支援課へお

越しください。 

後期学費の納入について 
 後期学費の納入締切日は10月末日です。学費振込依頼書は保護

者宛に送付いたしますので、期日までに納入をお願いします。 

学費振込依頼書がお手元に届かない場合は、改めて送付いたします

ので、事務局までご連絡ください。 

財務状況の公開について 

 本学では情報公開の一環として、宮崎国際大学を含む、学校法人

宮崎学園（本学の経営母体）全体の平成26年度財務情報をホー

ムページで公開しています。本学WEBサイト右下の「情報公開」よりご

覧ください。本学WEBサイト http://www.mic.ac.jp/ 

後期の日程について 
10月1日（木）後期授業開始 

10月12日（月・祝）宮崎学園創立記念日（月曜校時） 

10月13日（火） 振替休日 

10月18日（日）海外研修説明会（国際教養1年生・保護者） 

10月23日（金）大学祭準備、休講 

10月24日（土）・25日（日）大学祭 

10月26日（月）休講 

12月23日（水・祝）～1月5日（火）冬季休業期間 

1月6日（水）授業開始 

1月18日（月）～22日（金）平成28年度前期履修登録期間 

1月23日（土）TOEIC IP（全学年対象） 

2月8日（月）～12日（金）学期末試験期間 

2月15日（月）～3月31日（木）春季休業期間 

3月10日（木）卒業式 

3月22日（火）入学予定者集会 

駐車場使用申込について 
 本学の駐車場利用希望者は同封された申込書を期日までに提出し

てください。インターネットからの申込みも可能です。詳しくはスカイメール

を確認してください。 

※締切：平成27年9月18日（金）午後5時（必着） 

ロッカー使用申込について 

 ロッカー使用の申込については、8月末にスカイメールで連絡しますの

で、希望者はスカイメールを確認してください。 
 

学務部より（重要） 
【国際教養学部】 

 ■4年生へ卒業要件：124単位以上、GPA1.50以上、TOEIC受

験回数8回以上が必要です。 

卒業論文：最終提出期限は、平成28年1月10日です。提出期限に

間に合っていても、各チェックポイントで担当教員から評価を受けていない

場合は卒業出来ない可能性があります。卒業可能な最低点は60点で

す。詳細はhttp://sekai.miyazaki-mic.ac.jp/thesis/にて確認し

てください（大学内のみアクセス可）。 

☆勝手に進めず担当教員と十分に相談すること。 

☆盗用の疑いのある論文、未完成の論文の提出は一切認められませ

ん。（発覚した場合、点数を取り消します。） 

 ■今年度入学生進級要件：3年生へ進級するためには、

TOEIC500点以上が必要。 

 ■2014年度以前入学者の進級要件：TOEIC450点以上です。

２年生は特に海外研修中にしっかりと勉強してください。 

 ■教職課程を履修している学生の教育実習参加基準：

TOEIC600点以上。（平成24年度入学生以降） 

 ■特待生スカラシップ継続基準：各年度末の加算評定平均値3.0

以上、当該学年で履修すべき科目の単位を原則として全て修得してい

ること。 

【教育学部】 

 ■卒業論文登録要件の一つに、各学期のGPA平均値が1.50以上

とあります。毎学期、確認しましょう。近く、学修ポートフォリオ入力を担任

と行ないます。 

【スクールトライアル】 

 ■日程が決まりましたら、教育学部はアドバイザーに、国際教養学部

教職課程履修者は学務部（担当：波江野）までメールでお知らせく

ださい。 

履修科目の変更について 
 履修登録変更期間は10月1日（木）～7日（水）です。希望する

学生は変更用紙を学務課で受け取り、期間内に手続きをしてください。 

各種奨学金貸与者へ 

 学業にしっかり励みましょう。留年、卒業延期が確定した場合には、奨

学金の「廃止・停止」の処置がなされます。1か月以上の長期欠席も

「休止」の対象になります 

 氏名、住所、振込口座、保証人、月額（増額・減額）に変更がある

場合や異動（休学・退学）がある場合は学生部までお知らせください。 

日本学生支援機構奨学金「臨時採用」について 
 「臨時採用」希望調査が届きました。新たに奨学金を希望又は、現在

奨学金の貸与者で種類の変更希望（例：第一種→第二種）がある

学生は10月9日（金）までに学生部へお知らせください。なお、この調

査は希望者を把握するものであり、貸与を確約するものではありません。

スカイメールも併せてご確認ください。 



お問い合わせ先  

発行：宮崎国際大学  学生部 

〒889-1605 宮崎県宮崎市  

清武町加納丙1405番地 

0985-85-5931  

Web サイトもぜひご覧ください:   

http://www.mic.ac.jp  

7月より保育教諭対策ゼミをスタート  

「プラスαで保育士資格を目指したい！」「保育教諭や公務員の採用試験にチャレンジした

い！」という本学学生のために、「保育教諭対策ゼミナール」を開講しました。このゼミは、希望者

の学生が週1回のゼミに参加するという自由参加型プログラムとなっています。学習内容は、教育

学部の小幼コースの学生は保育士の国家試験対策の学習、幼保コースの学生は公務員等の

保育教諭採用に向けた学習にそれぞれ取り組んでいます。また、国際教養学部の学生の参加も

あり、 学部、学年にこだわらず、「やりたい！」人が集まる学びの場になっています。このゼミにはい

つからでも参加可能です。詳しくは教育学部の相戸（haito@edu.miyazaki-mic.ac.jp）に

お問い合わせください。 

 

学生生活紹介  

平成27年度学友会役員紹介 

 平成27年5月1日（金）、平成27年度学友会任命式を行いました。新役員に任命された学

生一人ひとりに委嘱状と大学オリジナルピンバッチが永田学長から手渡されました。今年度の役員

は以下のとおりです。 

会長：豊田翼斗さん 副会長：兒玉知香さん  

委員：稲留里名さん、 金子悠介さん、 谷口尚子さん、内村志保さん、小池利奈さん 

     杉本真由さん、古谷一馬さん、三上将司さん、小川裕司さん、佐藤望さん 

     永井章太さん、角田純平さん、川越稜太さん 

 

平成27年度アドバイザー・アシスタント学生紹介 

 本学では、新入生がスムーズに学生生活に馴染めるように先輩学生が新入生をサポートするア

ドバイザー・アシスタント制度（以下AA）を設けています。AA学生は、アドバイザーである教員と

共に入学予定者集会、オリエンテーション、青島リトリート（宿泊研修）などに参加し、新入生を

サポートしています。今年度のＡＡ学生は以下のとおりです。 

国際教養学部：青木萌さん 稲留里名さん、井上華菜子さん、 金子悠介さん 

           片山竜冶さん、小池利奈さん、松岡俊介さん、谷口尚子さん 

                     豊田翼斗さん、内村志保さん 

教  育  学  部：安藤智夏さん、古谷一馬さん、奥津愛花里さん、角田純平さん 

 

きよたけ郷土祭り～学生・教職員参加 

 平成27年7月19日（日）に行われた「第38回きよたけ郷土祭り～行列部門 みこし～」に今

年も参加しました。3回目の参加となる今年はあいにくの雨でしたが、最後まで頑張りました。清武

町がますます地域活性化することを願い、今後も地域のイベントに参加していきたいと思います。 

西都市小学生英語村体験研修を開催！  

 平成27年8月4日（火）～5日（水）の2日間、本学にて西都市教育委員会主催の「西都

市小学生英語村体験研修」を実施しました。本学を会場にこの研修が行われるのは今年で5回と

なり、今年は小学校8校から約290名の児童が参加しました。7カ国、10地域のブースを用意し、

各教室の入口でパスポートを提示して入国審査を受けた後、入室（入国）し、ご当地クイズやお

みやげの買い物、記念写真などを英語で楽しみました。  

きよたけ郷土祭りに参加 

Ｈ27年度学友会役員 


